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２．議事概要　
2020年度第4回国際/業界横断EDIタスクフォース＆金流商流情報連携タスクフォース合同会議は、以下の議事を実施した。
（資料：合同2020-4-01第4回合同タスクフォース議事次第）
２－１．2020年度第3回合同タスクフォース議事録確認
　資料に基づき事務局より2020年度第3回合同タスクフォース議事録（案）の概要説明があり、異議なく確認された。
（資料：合同2020-4-02　第3回合同タスクフォース議事録（案）
２－２．中小企業共通EDIインボイスメッセージ
　資料に基づき事務局より中小企業共通EDIインボイス提案の説明が行われ、以下の審議が行われた。
（資料：合同2020-4-03(1) 中小企業共通EDIインボイス（仕入明細回答）
（資料：合同2020-4-03(2) 中小企業共通EDIインボイス（CCL追加要求）
【審議】
· 「仕入明細回答文書クラス（CIIRH_ Exchanged_ Document）」について：
· 文書クラスとして新たなクラスを設けると、新メッセージの提案となりプロセス定義を含めてCII（Cross Industry Invoice）の業務要件定義仕様（BRS）の改訂が必要であり影響が大きい。
· 文書クラスを請求書文書クラス（CIIH_ Exchanged_ Document）のままとし、プロパティBBIE（基本ビジネスエンティティ）の一つであるメッセージ種別コード（Type. Code（コード表：1001））に「仕入明細回答文書」に対応するコード追加を要求するのが良い。
· ただし、「仕入明細回答文書メッセージ」が送られてきた「仕入明細文書」へのカウンター要求として修正要求を詳細に扱うのであれば新規メッセージとして検討する必要があろう。
· 審議の結論として、「仕入明細回答文書クラス（CIIRH_ Exchanged_ Document）」は提案せず、メッセージ種別コード（Type. Code（コード表：1001））に「仕入明細回答文書」に対応するコード追加を要求することとした。
· コードの使い方について：
· 「仕入明細回答文書クラス（CIIRH_ Exchanged_ Document）」の追加要求BBIE（Category. Code及びResponse Reason. Code）は、「請求書文書クラス（CIIH_ Exchanged_ Document）」への追加要求とする。
· 請求書文書クラスには似たようなコード定義（Purpose. Code、Category. Code及びResponse Reason. Code）があるため、その使い分けを明確にする必要がある。
· 上記を含め、適格請求書保存方式対応の電子インボイスの使い方のガイドが必要であろう。
· 国連CEFACT共通辞書（CCL）のコード型BBIEを使用するにあたっては、そのBBIEが修飾データ型（qDT）の場合、CCLで定義されている国連CEFACTコード表（UNCL）を使う必要がある。当該BBIEに独自のコード表を割り当てると国連CEFACT準拠メッセージとは言い難い。なお、BBIEがqDTを持つか否かはSIPS発行の業界横断共通辞書の「データ型修飾子」（カラムJ）を見ればわかる。
· 請求書決済クラス（CIIH_ Supply Chain_ Trade Settlement）の金額集計（Monetary Summation）に「前回請求金額」（Last Billed. Amount）及び「前回支払金額」（Last Payment. Amount）の追加要求があるが、これはむしろ相殺クラス（Balance Out）で処理すべきではないか。当件、事務局にて解決案を検討する。
· 本TFの審議を踏まえて、中小企業共通EDIインボイスメッセージのためのCCL追加要求は国連CEFACT日本委員会・登録技術審査グループの審査を得たのち、2021年A版用に国連CEFACTライブラリーメインテナンスフォーカルポイントにサブミッションする。
２－３．流通BMS（中小企業共通EDIの対応）
　資料に基づき川内委員より、前回タスクフォースにて課題となった項目につき説明が行われ、以下の審議が行われた。
（資料：合同2020-4-04 中小企業共通EDI流通BMSデータ連携）
【審議】
· 情報項目名（日本語）の整合
用語「税区分」が業界により異なる解釈がされている。中小企業共通EDIでは「消費税区分」として軽減税率対象項目か否かを区分することとする。

· 「注文数量」と「入り数」
発注数量がパッケージ当りであるか「バラ」対象なのか業界の用語の使い方に相違がある。それらを整理するために、次表のまとめ方を提案する。
	
	CIQL
	CIOL
	CIDDL
	CIIL(B)

	Requested. Quantity
	〇
	〇
	〇
	―

	Product_ Unit. Quantity
	―
	―
	〇
	〇

	Package. Quantity
	●
	●
	〇
	〇

	Per Package_ Unit. Quantity
	〇
	〇
	〇
	〇


【凡例】〇：登録済　　●：未登録（追加登録要）　－：利用しない
上表のまとめに従い、次のBBIEを国連CEFACT共通辞書に追加することを提案する。

CIQL_ Supply Chain_ Trade Delivery. Package. Quantity
CIOL_ Supply Chain_ Trade Delivery. Package. Quantity
· 注文履歴番号（バージョンとリビジョン）のCCLマッピング
中小企業共通EDIでは、注文の改訂を発注番号の枝番としてとらえることにしており、バージョンではなく、リビジョンを使用する。
· 商品の各種特性値の標準化
中小企業の流通業取引の実態に合わせて、どのような区分が利用可能かを見極める必要がある。流通BMSの特性値区分定義の中で、中小企業取引でも利用頻度が高いと考えられる情報項目については、今後採否を検討したい。
２－４．電子インボイス検討の動向
資料に基づき事務局より電子インボイス推進協議会の検討経緯の説明が行われた。
（資料：合同2020-4-05 電子インボイス推進協議会の動向）
· 電子インボイス推進協議会の方向：
· 電子インボイス推進協議会としては、条件付きでUBL/PEPPOLをベースとして進める。
· UBL & PEPPOLをベースとして進めることを決定するためには、以下の3つ の課題を一定程度解消すべきと考える。
· 日本の商慣習に対応できる柔軟性をもつことの確認

· 中小零細企業でも利用できるコストでの実現性の確認

· 官民一体となっての推進体制の確認
· SIPS事務局の私見：
· 政府が、電子インボイスの国内導入を日本の新たなデジタル戦略として取り上げるには、既存の仕組みの拡充による生産性の向上より、全く新しい取り組みによる投資効果の可視化が重要となる。
· 政府調達および中小零細企業の税務・会計分野での電子インボイスの導入は、日本のデジタル化戦略の一環であり、新たなビジネス投資領域を生む。
· 既存の仕組みの拡充ではなく、新たな仕組み（例えばPEPPOL）を採用することで、ビジネス機会を可視化し投資を促進させる。
· それにより政府として電子インボイスによるデジタル化戦略の予算化が容易になる。更に会計・税務システムベンダーの新たなビジネス領域が生まれる。

· ただし、電子インボイスは既存のサプライチェーン受発注システムとの連続性を保つことにより、その効果が最大化される。そのため、新たな電子インボイスシステム（例えばPEPPOL）との相互運用性を確立する（ネットワークの相互乗り入れ、メッセージのデータ連携）ための仕組みは必須である。

２－５．建設設備業界のEDI化について
　建設設備業界（全国設備業IT推進会）より廣瀬委員委員にEDIの進め方につき相談があった。当件につき、TF出席委員よりいくつかのアドバイスがあった。
· 請負契約をベースとしたCI-NETを検討対象にすることは難しい（物品売買と建設業法の相違）。

· 建設資材業界では、大手メーカーのカタログによるWEB-EDIが群雄割拠している。

· 中小企業共通EDIを導入する設備業界ユーザーがでてきている。

· 国連CEFACT標準の入札EDI（eTendering）は日本の建設事業を軸に開発しており、建設分野で使える標準化された情報項目（BIE）がありえる。

２－６．受信確認メッセージ
資料に基づき事務局より、SIPSの業界横断EDI参照仕様をベースに、プロジェクトが最近完了した国連CEFACT受信確認メッセージにつき説明が行われた。
（資料：合同2020-4-06 受信確認メッセージ）
· 受信確認メッセージ（Acknowledgement Message）の概念情報構造は下図の通りであり、使用するBIEのハーモナイゼーションは完了して国連CEFACT共通辞書2020年B版に登録済である。
· 当メッセージは、国連CEFACT日本委員会・登録技術審査グループの審査完了後、SIPSのレジストリーより公開される予定。
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２－７．国内DX推進状況
　兼子委員よりEDIおよびDXに関わる以下の5項目につき情報提供が行われた。
（1） デジタル円の動向
日本銀行は次年度「中央銀行デジタル通貨」（CBDC: Central Bank Digital Currency）の実証実験を行うもよう。

（2） デジタル人民元の動向
中国はデジタル人民元法を整備。

（3） トヨタコインの動向
トヨタはTOYOTA Woven City（静岡県裾野市東富士）で通用させるデジタルコインを計画。
（4） デジタル庁の動向
民間より100人超の人材登用予定。
経団連は「デジタル改革に関する要望書」を提出。

（5） デジタル改革アイデアボックス
投稿アイデア数：3,300
コメント：9,500
登録ユーザー数：3,200
２－８．次回予定
　次回のタスクフォースの予定は以下の通り。
（1） 第4回国際連携タスクフォース

日時 ：2020年12月22日（火）13時30分 - 15時30分
場所 ：オンライン会議（ZOOM）
（２）第5回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携タスクフォース合同会議
日時：2020年12月24日（木）13時30分 – 16時00分
場所：オンライン会議（ZOOM）
以 上
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